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· これからは「シェア」する世の中になるかもしれません！？
「シェア」という言葉から皆さんは何をイメージしますか？「カーシェアリング」「自転車のシェアリング」「ビニール傘のシェアリング」といった物のシェアリング、「ハウスシェア」「ルームシェア」のような住空間のシェアリング、職場においてはフリーアドレスという名の「机と椅子のシェアリング」、仕事そのもののシェアリングは「ワークシェアリング」、さらには環境問題に対する思いや途上国支援に関する夢などの「夢や思いのシェアリング」といったものまで、対象によってさまざまなシェアリングの形態が存在しています。
もともと「シェア」とは英語のshare「分かち合う」「共有する」からきていますが、「シェア」という発想に至るキッカケはさまざまで、その中のひとつはシェアの対象が高価であることが挙げられます。「カーシェアリング」はその代表的な例で、自動車はそもそも高額な商品であるだけでなく、それを維持するための費用（駐車場代、車検整備費用、自動車税などの税金、自賠責を含めた自動車保険料など）も毎月あるいは毎年負担しなければなりません。仕事や通勤で毎日車を使う人ならともかく、休日に1～2時間程度しか乗らない場合には、非常に効率が悪いことから自ずとシェアという発想につながります。特に最近は、カーシェアリング運営会社の保有する車を貸し出すという単純なビジネスモデルだけでなく、ネットを通じた個人間のカーシェアリングにまで発展しているようです。この場合の料金は車の所有者が自由に設定でき、その金額の10％程度の手数料を仲介する会社に支払うことになります。貸し手側は月に2回程度で駐車場代の足しになればといった考えのようです。一方、それとは逆に安価で気軽に所有できるものの、もっと有効に利用しようという発想から実施されているのが自転車のシェアリングやビニール傘のシェアリングです。自転車のシェアリングと言われてもピンとこない方がほとんどだと思いますが、従来からあるレンタルとの違いはその目的にあります。レンタルは主に観光客を対象としているため、貸出と返却の拠点が１～２箇所程度がほとんどです。それに対してシェアの場合は、通勤・通学、買い物といった日常生活での利用を想定しているため、都市内に複数の拠点を設ける必要性と基本的に短時間の利用を前提としています。自転車のシェアリングは、車に代わる移動手段として地球温暖化防止効果や有酸素運動による健康増進、さらに放置自転車問題の解消にも有効な手段と期待されることから今後徐々に広まっていくと予想されます。
以上のようなシェアという考え方は、日本人が本来持っている「もったいない」という考え方をベースに、大量生産と大量消費にどっぷり浸かってきた時代への反省も加わり、経済的な理由もさることながら、「独占的所有」から「有効利用」へと私たちの意識改革が進んだからではないでしょうか。

さらに一歩進んで、自分の夢や思いに共感してくれる人から支援してもらうクラウドファンディング（Crowd（群衆） Funding：応援投資）というしくみも出てきました。秋田県の農家の若者が、おいしくて安全な米作りに対する思いの実現に小額の資金を援助してもらい、収穫したお米を支援者に集まってもらった場で試食してもらう様子が先日テレビで紹介されていました。「夢や思いのシェアリング」の一コマですが、他人の夢や思いに共感して少しでも協力したいという気持ちで支援する人たちの充実した表情が見て取れました。会社においても、従業員全員が会社の理念のもとに夢や思いを共有して困難に立ち向かう、そのような精神的な土台はどの会社でも持ち合わせているのではないかとも感じました。　（工藤克己）
